
 

 

 
 

「非感染性疾患対策に資する循環器病の診療情報の活用の在り方

に関する検討会」開催要綱 

 

１． 趣旨 

平成 29（2017）年の人口動態統計によると、死亡順位において心疾患は第２位、脳血

管疾患は第３位であり、両者を合わせた循環器病は悪性新生物にも迫る死亡者数である

など、循環器病は社会的な影響力、医療費への負担が大きい疾患群である。また、循環

器病は急性期には発症後早急に適切な治療を開始する必要があることから、急性期の

医療現場で循環器病の診療情報を活用し、適切な医療を提供することが重要である。さ

らに、診療情報に基づき、正確な患者数（罹患率等）や治療の現状把握を行うことは、医

療計画の策定、診療提供体制の構築、国民への普及啓発、研究推進等の循環器病対策

を進める上でも重要である。 

平成 29 年７月に公表された「脳卒中、心臓病その他の循環器病に係る診療提供体制

の在り方について」では、循環器病分野のデータベースについては、行政と関連団体、研

究者等が協力して、引き続き検討していく必要がある、と示された。 

本検討会では、循環器病の疾患特性を踏まえた診療実態把握の体制（データベー

ス等）と診療情報活用の在り方等を検討することを目的に開催するものである。 

 

２． 検討事項 

（1） 循環器病の診療実態の把握の現状と、それを踏まえた診療実態の把握の体制

（データベース等）と診療情報の活用の在り方について 

（2） 既存のデータベースと連携した循環器病の診療情報の活用の在り方について 

 

３．その他 

（１） 本検討会は厚生労働省健康局長が別紙の構成員の参集を求めて開催する。 

（２） 本検討会には、構成員の互選により座長をおき、検討会を統括する。 

（３） 本検討会には、必要に応じ、別紙構成員以外の有識者等の参集を依頼するこ

とができるものとする。 

（４） 本検討会は、原則として公開とする。 

（５） 本検討会の庶務は、健康局がん・疾病対策課が行う。 

（６） 本検討会には、必要に応じ、ワーキンググループを開催できるものとする。 

（７） この要綱に定めるもののほか、本検討会の開催に必要な事項は、座長が健康

局長と協議の上、定める。 
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